
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍉

霞
に
附
與
せ
ら
れ
π
赫
々
泥
る
光
輝
に
野
し
、
戚
謝
の
念

を
懐
き
、
淋
ご
人
ご
に
樹
し
て
は
何
回
ま
で
も
謙
遜
で
あ

る
G

朝
鮮
慶
グ

邑
城
に
就
て

　
　
慶
州
は
朝
鮮
の
名
邑
な
b
o
探
勝
の
覇
客
常
に
跡
を
絶

　
だ
す
○
然
る
に
莫
の
邑
城
の
築
造
年
代
は
束
國
輿
地
露
髄

　
、
東
京
国
記
、
増
補
文
獣
備
考
何
れ
も
之
・
を
載
せ
ざ
る
な

　
，
9
0

　
　
高
麗
史
を
按
ず
る
に
、
兵
志
城
墜
の
條
に
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
　
顯
宗
三
七
城
慶
州
長
州
金
聡

き
。
蓋
し
慶
州
築
城
の
皮
に
見
ゆ
る
最
初
な
る
べ
し
、
褒

　
州
は
今
威
南
定
李
郡
の
．
一
部
に
し
て
、
金
壌
は
今
江
原
道

　
湖
川
な
り
○
樹
同
書
を
按
ず
る
に
、
地
理
志
東
京
留
守
の

　
條
に
、

、
　
　
顯
宗
三
年
忌
留
守
官
、
降
三
章
州
防
禦
使

　
ε
あ
う
。
始
め
新
羅
蚊
除
か
る
》
や
高
麗
は
其
の
國
都
を

　
　
　
　
第
三
霧
　
　
難
　
纂
　
　
朝
鮮
慶
州
邑
城
に
就
て

丈
學
士
小
田
省
吾

似
て
慶
州
ご
臆
し
、
之
に
大
都
醤
府
を
置
き
し
が
、
盛
溢

の
六
年
改
め
て
東
京
留
守
ご
せ
り
。
是
に
至
り
留
守
官
を

面
し
て
防
禦
使
を
暴
き
し
か
ば
、
始
め
て
築
城
の
必
要
を

戚
じ
た
る
も
の
な
る
べ
し
○

　
次
に
僖
奎
章
騰
、
今
朝
鮮
総
督
府
参
事
官
室
分
室
）
所
藏

の
慶
爾
滋
績
撰
地
理
志
を
閲
す
る
に
、

　
　
府
邑
城
　
石
築
周
廻
四
千
七
十
五
尺
高
十
二
尺
七
才
．

　
　
　
　
有
軍
倉
、
洪
武
戊
午
改
築
、

ε
あ
り
、
之
に
依
り
て
始
め
て
改
築
の
年
代
を
知
る
こ
ε

を
得
元
）
。
洪
武
戊
午
は
即
ち
高
麗
末
期
辛
仁
王
の
四
年

に
し
て
．
顯
宗
三
年
を
去
る
こ
ご
三
百
六
十
六
年
な
り
○

　
抑
々
慶
爾
道
地
理
志
並
に
慶
爾
縛
縄
心
地
鯉
志
に
付
て

餓
が
四
悪
伽
　
　
　
扁
四
七
　
　
（
山
嶺
七
・
七
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
難
　
纂
　
　
朝
鮮
慶
粥
邑
城
に
競
て

は
嘗
て
朝
鮮
総
督
府
囑
託
文
學
博
士
三
浦
周
行
氏
之
を
世

冴
に
紹
介
せ
ら
れ
π
れ
ば
、
（
大
正
五
年
十
二
月
朝
鮮
彙
報
所

載
「
朝
鮮
最
古
の
地
理
書
に
就
て
」
墾
照
）
、
今
改
め
て
詳
述

す
る
の
要
な
き
も
、
何
れ
も
固
く
賢
路
に
藏
せ
ら
る
》
珍

書
に
し
ア
、
、
世
間
に
流
布
せ
ざ
る
直
な
る
を
以
て
、
騨
か

之
に
付
一
言
す
べ
し
G

　
冷
を
去
る
四
百
九
十
三
年
以
前
、
即
ち
李
朝
第
四
二
世

宗
七
年
各
道
に
命
を
下
し
、
各
道
府
州
上
意
歴
代
官
高
邑

．
名
沿
革
離
合
等
を
調
査
し
、
　
一
定
の
規
式
に
依
り
て
撰
上

せ
し
め
、
之
を
材
料
こ
し
て
春
秋
館
の
吏
臣
を
し
て
八
道

地
理
志
を
編
纂
せ
し
め
罵
り
。
其
の
當
時
各
道
よ
り
撰
上

せ
し
地
誌
は
悉
く
滅
び
て
今
知
る
二
ご
を
得
す
・
濁
り
慶

術
道
地
理
志
一
冊
の
み
、
永
く
慶
州
府
に
存
遣
せ
ら
れ
し

　
が
、
幸
に
幾
多
の
災
厄
を
免
れ
、
何
時
の
頃
よ
り
か
杢
章

　
閣
に
転
瞬
せ
ら
れ
て
今
日
に
及
べ
り
。
警
世
宗
が
春
秋
館

　
の
吏
官
に
命
じ
て
撰
せ
し
め
π
リ
ヒ
い
ふ
八
道
地
理
志
は

　
現
に
微
宗
實
銀
申
に
牧
め
ら
る
、
塗
し
て
世
宗
の
時
登
算

　
　
　
　
　
　
第
四
　
號
　
　
　
一
四
八
　
　
（
山
ハ
♪
】
八
）

地
理
懸
樋
上
の
平
め
り
て
よ
り
四
十
四
年
の
後
、
第
八
王

客
宗
元
年
、
更
に
同
輩
の
命
を
聖
算
に
下
し
、
前
回
撰
上

せ
し
地
理
志
の
遺
漏
を
補
ひ
、
且
つ
其
の
後
の
沿
革
を
附

加
せ
し
む
，
此
の
績
撰
地
理
志
亦
悉
く
滅
び
て
傳
は
ら
す
、

然
る
に
是
亦
濁
り
慶
爾
道
の
分
の
み
今
日
に
残
存
す
る
を

得
π
る
は
翼
に
僥
倖
ご
謂
ふ
べ
し
。
但
し
両
種
の
慶
樹
道

地
理
志
現
存
の
も
の
は
共
に
其
の
副
本
な
る
こ
ど
序
文
に
、

依
り
明
に
し
て
通
何
れ
も
多
年
傳
來
の
間
に
多
少
の
欲
損

を
生
せ
る
は
惜
む
べ
し
。
容
宗
が
綾
撰
地
理
志
の
撰
上
を

各
溢
に
命
せ
し
よ
り
十
二
年
後
、
第
九
王
成
業
十
二
年
に

至
り
、
東
國
輿
地
勝
覧
五
＋
蓉
成
る
。
繋
れ
即
ち
現
蒔
一

般
に
流
布
す
る
新
増
東
平
輿
地
野
壷
の
原
本
π
う
。
さ
れ

ば
容
宗
元
年
撰
上
の
分
並
に
其
の
以
前
の
地
理
志
が
勝
覧

編
纂
の
資
料
ご
な
り
し
や
殆
ご
疑
を
容
れ
す
。

　
遺
芳
に
慶
州
邑
城
に
記
す
る
記
事
を
順
次
に
列
記
す
れ

ば
、
即
ち
左
の
如
し
。

　
　
〔
樹
慶
爾
萢
地
理
志

ダ



　
　
　
慶
州
邑
城
　
周
廻
六
百
七
十
九
歩
、
内
廣
二
十
五

　
　
　
　
結
五
十
五
ト
井
八
十
、

　
　
㈲
世
宗
實
録
地
理
志

　
　
　
慨
巴
石
城
　
　
周
鳴
廻
山
ハ
百
七
十
九
歩
、
内
壁
＃
μ
八
十

　
　
ω
慶
術
遊
芸
撰
地
理
志

　
　
　
府
邑
城
　
石
築
干
害
四
千
七
十
五
尺
、
高
十
二
尺

　
　
　
　
七
才
、
有
理
倉
、
洪
武
戊
午
改
築
塘
池
三
、
弁

　
　
　
　
八
、
冬
夏
不
善
、

　
　
㈹
東
國
輿
地
勝
覧

　
　
　
邑
　
城
　
石
築
周
廻
四
千
七
十
五
尺
、
高
十
二
尺

　
　
　
　
内
有
井
八
十
、

右
の
内
、
邑
城
の
髪
型
を
ば
綾
黒
地
雄
志
は
尺
に
換
算
し

（
朝
鮮
里
程
一
歩
は
六
尺
な
れ
ば
、
山
ハ
百
七
十
九
歩
は
四

千
七
十
四
尺
に
し
て
一
尺
の
相
違
あ
り
）
、
輿
地
勝
覧
亦
之

に
擦
り
し
が
、
弁
の
数
、
他
書
皆
八
十
ε
記
せ
る
に
濁
ウ

績
撰
地
理
志
の
み
八
ご
な
せ
る
は
甚
だ
疑
は
し
。
惟
ふ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

績
撰
地
理
志
の
正
本
に
は
必
ず
八
十
ε
あ
り
し
な
る
べ
く

　
　
　
第
三
懸
　
　
灘
　
纂
　
　
朝
鮮
濠
州
邑
城
に
就
て

現
存
の
副
本
曇
箆
較
的
粗
末
な
れ
ば
恐
㌘
翼
を

　
　
　
レ

八
に
談
記
せ
し
も
、
の
な
ら
む
。

　
慶
街
道
績
撰
地
理
志
に
掲
げ
ら
れ
だ
る
「
洪
武
戊
午
改

築
」
以
後
の
沿
革
は
東
京
雑
記
へ
今
よ
リ
ニ
百
四
十
九
年

前
、
閥
周
冤
補
編
）
に
左
の
記
事
あ
り
。

　
　
邑
　
城
　
石
筆
周
四
千
七
十
五
尺
、
高
十
二
尺
、
内

　
　
　
有
井
八
十
〇
徴
禮
門
邑
城
南
門
也
、
火
於
壬
辰
兵

　
　
　
　
　
り
　
　
む
む
　
む
　
　
　
　
じ
　
む
　
む
　
　
　
　

　
　
　
，
働
、
豪
赫
、
壬
申
、
府
鳳
プ
金
提
重
修
、
東
西
北
三
門

　
　
　
次
第
縫
建
、

之
に
依
り
て
見
れ
ば
、
濃
緑
役
に
加
藤
清
正
の
蛮
・
み
る
我

第
二
軍
が
攻
め
て
慶
州
を
抜
き
滴
る
際
、
又
は
其
の
後
に

邑
城
は
大
破
損
を
蒙
り
馨
る
も
の
に
し
て
、
邑
の
南
門
陀

る
徴
禮
門
を
修
築
し
だ
り
ご
稽
す
る
崇
頑
壬
申
五
年
は
、

實
に
文
緑
慶
長
役
男
四
十
年
．
洪
武
改
築
後
二
百
五
十
四

年
な
h
・
こ
す
。
さ
れ
ば
崇
顧
壬
申
（
A
コ
よ
り
二
百
八
十
山
ハ

年
前
）
後
，
響
く
も
な
く
邑
城
の
原
形
を
回
復
し
元
る
な

ら
む
も
、
其
の
後
の
沿
革
に
獲
て
は
未
だ
之
を
知
る
の
資

第
四
擁
聯
　
　
　
一
線
四
九
　
　
（
山
ハ
七
⊥
乃
）



　
　
　
第
三
奮
　
　
雑
　
纂
　
　
地
理
上
よ
の
見
れ
ろ
露
國

料
を
登
見
せ
す
Q
邑
城
の
西
及
北
の
両
方
面
が
全
部
取
彿

は
れ
て
僅
に
東
南
の
一
部
を
存
す
る
の
み
こ
な
れ
る
は
最

近
の
事
な
り
ご
畳
ゆ
る
も
、
其
の
何
疇
頃
よ
り
か
を
詳
に

　
　
　
　
　
　
地
理
上
ま
畦
見
れ
る

　
露
西
亜
羅
原
　
露
西
亜
は
世
界
第
一
の
羅
原
告
で
あ
る

其
縁
蓬
に
は
、
南
に
高
却
索
山
脈
及
び
其
潔
き
な
る
ク
ソ

ミ
ァ
の
小
山
脈
が
あ
り
、
南
西
に
は
カ
ー
バ
シ
ア
ン
等
の

新
し
い
禮
曲
山
賑
が
あ
り
、
東
に
は
古
生
代
の
後
期
に
二

曲
し
だ
賢
才
爾
山
脈
め
り
、
西
北
は
低
波
状
地
を
な
し
て

居
る
婆
羅
的
地
楯
に
臨
ん
で
居
る
が
、
東
南
は
幡
黒
き
孕

地
で
亜
細
亜
の
季
原
ご
趨
り
、
西
南
は
ダ
ェ
ユ
ー
ブ
下
流

の
低
地
ご
、
西
は
北
濁
逸
衝
原
ご
何
れ
も
蓮
点
し
て
居

る
。
然
し
此
絶
大
な
「
露
西
亜
挙
療
」
は
決
し
て
翼
の
意
昧

の
豊
原
で
な
い
、
河
流
の
浸
蝕
作
用
は
、
其
間
に
狡
い
谷

を
穿
ち
、
叉
は
賢
い
塾
長
の
間
に
極
め
て
緩
傾
斜
の
側
面

　
　
　
　
　
　
　
第
槻
一
贈
伽
　
　
　
一
一
凱
0
　
　
（
山
ハ
八
0
）

せ
す
。
聯
か
知
り
得
π
る
班
を
記
し
て
探
究
の
資
こ
な
す
○

（
本
考
材
料
の
蒐
牧
に
つ
き
て
は
加
藤
灌
畳
琉
を
煩
し
陀

り
）

否
認
文
學
士
　
下
　
　
田
　
　
禮
　
　
佐

を
有
す
る
谷
を
作
だ
り
し
て
居
る
眞
の
李
原
ご
云
へ
ば
冷

浸
蝕
作
用
の
未
だ
進
ま
な
い
分
水
界
附
近
　
河
岸
の
洪
湧

季
原
、
海
岸
李
振
等
で
あ
る
。
黒
く
露
西
亜
半
里
ご
干
て

も
、
今
は
所
々
鴬
谷
盆
地
等
が
出
來
て
居
る
が
、
此
等
の

成
生
す
る
以
煎
…
の
厭
能
心
を
考
へ
て
見
る
ご
、
”
此
大
姦
原
は

極
め
て
綾
縦
な
波
献
の
地
貌
を
呈
す
る
壷
地
で
あ
っ
元
。

・
今
、
手
原
の
中
部
で
否
均
海
該
二
百
乃
至
三
百
米
、
カ
ー

バ
シ
ブ
ソ
の
前
面
な
る
ヴ
ォ
川
ヒ
ニ
ァ
n
ボ
ド
ヲ
ァ
の
高

地
で
四
百
米
、
ド
ネ
ッ
高
．
原
、
ヅ
ォ
ル
が
下
流
の
沼
岸
、

ブ
ル
ダ
イ
岡
地
、
ミ
ン
ス
ク
附
近
等
は
三
百
乃
至
四
百
米

で
あ
る
が
、
之
等
は
其
元
の
肇
地
の
痩
つ
元
も
の
に
外
な


